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ラフェニブ（スチバ

ーガ🄬🄬）、レンバチ

ニブ（レンビマ🄬🄬）

―、点滴薬が 1 種類

ラムシルマブ（サイ

ラムザ🄬🄬）となって

います。分子標的薬

は、入院が不要で自

宅にいながら治療が

継続できます。今後

は、免疫チェックポ

イント阻害薬という

免疫の働きを高めて

がんを治療するお薬

と、分子標的薬との

併用により、効果が高く副作用の少ない薬物療法の承認が待たれているところです。薬

物治療だけで肝がんが治ってしまう未来もそう遠くないかもしれません。しかしながら

現在の肝がんは早期に発見されても再発リスクが高く、長期につきあっていく必要があ

ります。治療により後遺症や副作用もさまざまあります。そこで万一、肝がんにかかっ

ても、患者さんやご家族のみなさまの生活の質（Quality of Life: QOL）が保たれるよ

う、主治医や画像診断医、看護師、薬剤師、栄養士、医療ソーシャルワーカーなどの多

くの職種が協力して、ケアや研究にあたらせていただいています。病棟や外来などでお

気軽にこうした職種に療養のご相談などをお声がけいただければ幸いに思います。 
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